


わが国を代表する文豪・谷崎潤一郎は、明治・大正・昭和の半世紀にわたり、常に進化しなが

ら、膨大な数の作品を書き続けました。その作品は日本の古典や伝統的美意識に根ざしつつ、

人間の本質に迫るもので、日本のみならず海外でも高く評価されています。 

今年(2015 年)はその没後 50 年、来年(2016 年)は生誕 130 年にあたります。この機会に谷崎文

学の豊かな世界に浸り、あらためてその魅力を発掘してみませんか。 

 

谷崎 潤一郎（たにざき じゅんいちろう） 1886－1965  

小説家。明治 19年 7月 24日東京・蠣殻(かきがら)町(現日本橋人形町)に生まれる。東京帝大中退。 

1910 年（明治 43）9 月、小山内薫（おさないかおる）を盟主として、和辻（わつじ）哲郎、大貫

晶川（おおぬきしょうせん）、後藤末雄、木村荘太（そうた）らと第二次『新思潮』を創刊。『新

思潮』発表の「刺青(しせい)」が永井荷風に激賞され ,耽美(たんび)派作家として文壇に登場する。 

1923 年（大正 12）の関東大震災を機に関西に移住したことで、谷崎文学は画期的な飛躍を遂げる。

その作風は、震災後のアメリカ的風潮が生んだモダン・ガールの生態を描いた風俗小説として評判になった『痴

人の愛』（1924〜25）、同性の魅力のとりこになった人妻とその夫の破滅劇を、その人妻が大阪弁

で告白する異色の長編として注目された『卍（まんじ）』（1928〜30）に代表されるモダニズムか

ら、母性思慕の主題を深めた「吉野葛(くず)」（1931）、「古典主義時代」といわれるこの期の最

高傑作「春琴抄」（1933）などの古典趣味に変貌した。 

1933 年（昭和 8）、日本美の再発見に言及した『陰翳礼讃（いんえいらいさん）』を書き、35 年

からは、終生の仕事となった『源氏物語』の現代語訳に着手する。また、 36 年『猫と庄造（しょ

うぞう）と二人のをんな』を書き、37 年には芸術院会員に推された。42 年から『細雪（ささめゆ

き）』の執筆を始め、戦後の 48 年（昭和 23）、大阪の船場（せんば）育ちの蒔岡（まきおか）家

の四姉妹を描いたこの大作を完成、翌年、文化勲章を授与される。 

敗戦の年、すでに 59 歳であった潤一郎は、高血圧症に悩まされながらも、なお旺盛（おうせい）

な執筆活動を続け、『少将滋幹（しげもと）の母』（1949〜50）、『鍵（かぎ）』（1956）、『夢

の浮橋』（1959）、『瘋癲（ふうてん）老人日記』（ 1961〜62）と、積年のテーマの深化を図りな

がら一作ごとに新境地を示す話題作を書き続け、昭和 40 年 7 月 30 日、腎（じん）不全から心不全

を併発し、神奈川県湯河原（ゆがわら）の新居で 79 歳で死去した。京都市左京区鹿（しし）ヶ谷

（たに）法然院に葬られている。 

 

 

【参考文献】 

"谷崎潤一郎", 日本大百科全書(ニッポニカ), ジャパンナレッジ (オンラインデータベース) 

 (参照 2014-12-17) 

"たにざき-じゅんいちろう【谷崎潤一郎】", 日本人名大辞典, ジャパンナレッジ (オンラインデ

ータベース) (参照 2014-12-17) 

 

 

 



谷崎作品を一部ご紹介 

◆『刺青』 

谷崎 24歳の出世作。刺青師清吉によって背中に女郎蜘蛛(じょろうぐも)を彫られたお酌が、驕慢(きょうまん)

な美女に変身していく姿を耽美(たんび)的に描く。 

 

◆『痴人の愛』 

長編小説。主人公の「私」（河合譲治）が、浅草のカフェーで給仕女をしていたナオミという西洋的なタイプ

の少女を引き取り、自分の好みの理想の女に仕立てあげ結婚する。が、その行きすぎた西洋趣味の結果が逆に

ナオミの娼婦（しょうふ）性を目覚めさせ、一度は彼女を放逐したものの、彼女の「天稟（てんぴん）の淫婦

（いんぷ）」としての肉体の魅力に抗しきれず、奴隷のごとくかしずくに至る。自由奔放な女主人公ナオミは、

モダン・ガールの典型として評判になり、ナオミズムなる新語が生まれた。 

 

◆『卍（まんじ）』 

 関西の良家の夫人が、その異常なる体験を作者に打明けるという告白の形式をとり、大阪言葉で綴られた女性

同性愛を中心とした作品。後に谷崎文学の転機をもたらす異色篇。 

 

◆『春琴抄』 

 盲目の琴三弦師匠春琴に仕える弟子佐助の異常なまでの献身を考証記述風に描く。後年春琴がその美貌を何者

かに傷つけられるや、佐助は美しかった彼女の面影を脳裡に永遠に保有するため、自ら盲目の世界に入る。作

者の女性崇拝的傾向、嗜虐趣味が色濃く表われた作品。 

 

◆『細雪』 

 大阪船場の旧家の美貌の四人姉妹を主人公に、それぞれの生活と運命とを絵巻物風に描く。谷崎が壮年期のす

べてを注ぎ込んだ大作。『源氏物語』の影響を受けていると言われる名長編。 

 

【参考文献】 

"しせい【刺青】［書名］", デジタル大辞泉, ジャパンナレッジ (オンラインデータベース) (参照 2014-12-17) 

"痴人の愛", 日本大百科全書(ニッポニカ), ジャパンナレッジ (オンラインデータベース) (参照 2014-12-17) 

"しゅんきんしょう［シュンキンセウ］【春琴抄】", 日本国語大辞典, ジャパンナレッジ (オンラインデータベ

ース) (参照 2014-12-17) 

"ささめゆき【細雪】［書名］", デジタル大辞泉, ジャパンナレッジ (オンラインデータベース) (参照 

2014-12-17) 

<書誌 ID：0010894343>「文豪ナビ谷崎潤一郎」（新潮文庫/編  新潮社,2005.1） 

<書誌 ID：0000494896>「新潮文庫解説目録 1966.8 」（[新潮社/編]  新潮社,[1966]） 

 

＊展示しているものはすべて貸出できます。 

＊リストに載っているもので展示していない図書が一部あります。ご了承ください。 

＊リストには、おおよそ出版年が 1970 年以降のものを対象に載せています。 

＊展示架にリストに載っている図書が見当たらない場合は、相談カウンターにておたずねいただくか、 

ご予約ください。 

＊★印がついているものは、谷崎作品初心者の方におすすめのものです。 
































